
�
�
�
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兵
庫
県
と
徳
島
県
が
母
体
と
な
る｢

鳴
門
海
峡
の
渦
潮｣

世
界
遺
産
登
録
推
進
協
議
会
の
下
、
平
成
二
七
年

(

二
〇

一
五)

度
に

｢

鳴
門
の
渦
潮｣
世
界
遺
産
登
録
学
術
調
査

会
が
設
置
さ
れ
、
自
然
的
価
値
を
兵
庫
県
、
文
化
的
価
値

を
徳
島
県
が
担
当
し
、
推
進
す
る
と
い
う
枠
組
み
が
作
ら

れ
、
そ
の
後
、
調
査
研
究
の
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。

令
和
二
年

(

二
〇
二
〇)

度
、
そ
の
枠
組
み
が
一
部
変

更
さ
れ
、
淡
路
島
を
対
象
に
し
た
調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
新
た
に
立
ち
上
げ
る
こ
と
と
し
て
、
兵
庫
県
立
歴
史

博
物
館
ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室
に
、
そ
の
任
務
が
付
託
さ

れ
た
。
そ
の
経
緯
つ
い
て
は
す
で
に
研
究
室
紀
要
第
六
号

に
報
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
世
界
的
な
新
型
コ
ロ
ナ
禍

の
下
、
二
ヶ
年
の
予
定
が
三
ヶ
年
に
延
長
さ
れ
、
令
和
四

年
度
で
も
っ
て
終
了
し
て
い
る
。

年
度
末
の
令
和
五
年
二
月
に
、
報
告
書

『｢

鳴
門
の
渦

潮｣

と
淡
路
島
の
文
化
遺
産』

を
発
刊
す
る
と
と
も
に
、

三
月
に
は
、
両
県
知
事
ら
関
係
者
出
席
の
下
で
開
催
さ
れ

た

｢

鳴
門
海
峡
の
渦
潮｣

世
界
遺
産
登
録
推
進
協
議
会
の

総
会
で
、
そ
の
要
旨
を
発
表
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
さ

ら
に
二
ヶ
年
の
予
定
で
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
二
期
を
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
了
承
さ
れ
、
現
在
、｢

鳴
門
の

渦
潮｣

調
査
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
二
期
が
始
ま
っ
て
い

る
。実

施
の
た
め
に
、
ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室
に
調
査
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会

(

実
行
委
員
長
は
研
究
室
室

長
が
兼
ね
る)

を
設
置
し
、
徳
島
県
文
化
資
源
活
用
課
と

兵
庫
県
淡
路
県
民
局
の
協
力
の
下
、
淡
路
市
・
洲
本
市
・

南
あ
わ
じ
市
そ
れ
ぞ
れ
の
教
育
委
員
会
文
化
財
課
の
協
力

を
得
て
進
め
る
と
い
う
態
勢
は
、
第
一
期
と
同
様
で
あ
る
。

た
だ
し
第
二
期
で
は
、｢｢

鳴
門
の
渦
潮｣

と
淡
路
島
の

文
化
的
景
観｣
と
い
う
テ
ー
マ
を
立
て
た
こ
と
で
メ
ン
バ
ー

― 94 ―

�
�

�
�

�
�

�
	



�
�


�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�

藪

田

貫



に
つ
い
て
は
異
動
が
あ
っ
た

(

後
述)

。

�
�
�
�
�
�
�
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�

世
界
遺
産
登
録
推
進
事
業
と
の
関
係
で
、
二
期
目
の
事

業
を

｢

鳴
門
の
渦
潮
と
淡
路
島
の
文
化
的
景
観｣

と
し
た

こ
と
に
つ
い
て
述
べ
る
。

①

｢

鳴
門
の
渦
潮｣

は
、
そ
の
自
然
現
象
か
ら
鳴
門
海
峡

に
注
目
が
集
ま
る
が
、
自
然
的
価
値
の
検
討
を
通
じ
て

作
成
さ
れ
た
水
理
模
型

(

う
ず
し
お
記
念
館
で
展
示)

に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
明
石
海
峡
と
鳴
門
海
峡
の
間
に

挟
ま
れ
た
淡
路
島
の
存
在
が
な
け
れ
ば
渦
潮
は
生
ま
れ

得
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
淡
路
島
の
調
査
研
究
は

｢

鳴

門
の
渦
潮｣

調
査
研
究
の
基
本
的
な
部
分
で
あ
る
。

②
淡
路
島
は
、｢

国
生
み
の
島｣

と
し
て
日
本
遺
産
に
登

録
さ
れ
、
古
代
の
海
人

(

海
民)

が
注
目
さ
れ
る
と
と

も
に
、
銅
鐸
や
製
鉄
遺
跡
な
ど
、
考
古
学
上
の
発
見
が

大
き
な
関
心
を
呼
ん
で
い
る
。
し
か
し
長
い
歴
史
を
考

え
る
時
、
島
の
地
形
や
環
境
が
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
か
、
歴
史
地
理
的
な
究
明
が
必
要

で
あ
る
。

③
幸
い
、
第
一
期
の
調
査
研
究
で
、

徳
島
藩
が
一
八
二

〇
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
実
施
し
た｢

分
間
ぶ
ん
け
ん

絵え

図ず｣

の
存
在
が
明
ら
か
と
な
り
、
さ
ら
に
こ
れ
ま
で
淡
路
島

内
三
市
に
お
い
て
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
っ
た
認
識
の
共
有
化

が
進
む
こ
と
で
、｢

鳴
門
の
渦
潮｣

の
世
界
遺
産
登
録

推
進
事
業
の
資
料
と
し
て

｢

分
間
絵
図｣

が
位
置
づ
け

ら
れ
る
に
い
た
っ
た
。
と
く
に
一
八
〇
〇
分
の
一
と
い

う
大
縮
尺
は
、
島
内
の
各
地
区
の
地
理
情
報
を
読
み
取

る
上
で
最
良
の
も
の
で
あ
る
。

④
問
題
は

｢

分
間
絵
図｣

か
ら
ど
う
し
た
情
報
を
読
み
取

る
か
で
あ
る
が
、
周
囲
を
海
に
囲
ま
れ
た
島
と
し
て
、

そ
の
変
遷
に
は
、｢

鳴
門
の
渦
潮｣

を
生
む
海
流
の
変

化
、
潮
位
の
変
化
と
地
震
な
ど
の
影
響
と
と
も
に
、
浦

や
湊
の
形
成
と
漁
労
・
運
搬
活
動
、
漂
着
物
と
え
び
す

信
仰
、
山
地
で
の
植
林
、
た
め
池
に
よ
る
治
水
涵
養
、

京
・
大
阪
か
ら
淡
路
に
至
る
南
海
道
の
整
備
、
と
い
っ

た
住
民
た
ち
の
長
期
に
わ
た
る
活
動
の
跡
が
含
ま
れ
て

い
る
。
そ
れ
ら
を

｢

分
間
絵
図｣

に
よ
っ
て
、
読
み
取

ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

⑤
い
か
に
縮
尺
が
大
き
い
と
は
言
え
分
間
絵
図
は
、
平
面

図
で
あ
る
。
立
体
的
な
地
形
の
一
つ
の
見
方
に
過
ぎ
な
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い
が
、
そ
れ
を
補
う
の
が
、
一
八
〇
〇
年
頃
に
成
立
し

た
と
思
わ
れ
る

｢

淡
路
名
所
図
会｣

で
あ
る
。
対
象
を

名
所
に
限
定
し
て
い
る
が
鳥
瞰
図
で
あ
り
、
た
と
え
ば

絵
図
に

｢
戎｣

と
書
か
れ
て
い
る
部
分
を
、｢

名
所
図

会｣

で
は
明
確
に

｢

社｣

と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
る
。｢

図
会｣
は
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
が
所
蔵
す

る
資
料
で
、
こ
れ
ま
で
未
公
開
で
あ
っ
た
。
こ
の
機
会

に
デ
ジ
タ
ル
撮
影
し
、
画
像
と
し
て
公
開
す
る
こ
と
で
、

調
査
研
究
の
み
な
ら
ず
広
く
県
民
が
利
用
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

以
上
が
、
テ
ー
マ

｢

鳴
門
の
渦
潮
と
淡
路
島
の
文
化
的

景
観｣

の
具
体
的
な
内
容
で
あ
る
が
、
文
化
的
価
値
と
し

て
参
照
さ
れ
る
べ
き
は
世
界
遺
産
の�

�
�

の
つ
ぎ
の
基

準
で
あ
る
。

(

ｖ)

あ
る
文
化

(

ま
た
は
複
数
の
文
化)

を
特
徴
で
き

る
よ
う
な
人
類
の
伝
統
的
集
落
や
土
地
、
海
洋
利
用
、

あ
る
い
は
人
類
と
環
境
の
相
互
作
用
を
示
す
優
れ
た
例

で
あ
る
こ
と
。

�
�
�
�
�
�
�

	



事
情
計
画
は
、
以
下
の
四
点
で
あ
る
。

第
一
に
、
調
査
研
究
の
柱
で
あ
る
、
江
戸
時
代
後
期
に

徳
島
藩
が
作
成
し
た

｢

分
間
絵
図｣

の
所
在
の
最
終
確
認

を
受
け
て
、
所
蔵
先
で
あ
る
淡
路
三
市
と
の
利
用
に
当
た
っ

て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
り

(

人
権
問
題
に
関
す
る
情
報

を
含
ん
で
い
る
た
め)

。

第
二
に
、
資
料
の
電
子
化
に
あ
た
っ
て
は
、
徳
川
幕
府

が
作
成
し
た

｢

国
絵
図｣

な
ど
の
撮
影
に
お
い
て
優
れ
た

実
績
を
上
げ
て
い
る
四
国
工
業
写
真
株
式
会
社
に
対
し
、

容
量
三
〇
〇
���
で
の
撮
影
を
委
託
し
、
年
度
内
に
撮
影
を

完
了
す
る
。
撮
影
に
当
た
っ
て
は
、
調
査
研
究
メ
ン
バ
ー

の
意
見
・
希
望
を
聞
い
た
上
で
最
終
決
定
す
る
。

第
三
に
、｢

鳴
門
の
渦
潮
と
淡
路
島
の
文
化
的
景
観｣

と
い
う
研
究
テ
ー
マ
に
相
応
し
い
チ
ー
ム
の
編
成
と
、
そ

の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
調
査
・
研
究
な
ら
び
に
研
究
会
の
開

催
。第

四
に
、｢

分
間
絵
図｣

の
情
報
を
、『

淡
路
名
所
図
会』

と
照
合
す
る
こ
と
で
解
読
を
深
め
る
た
め
に
、『

図
会』

の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
ー
化
と
索
引
検
索
作
業
の
実
施
。
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そ
の
後
の
進
捗
で
あ
る
が
、
一
に
つ
い
て
は
、
淡
路
三

市
の
教
育
委
員
会
並
び
に
文
化
財
課
と
の
調
整
が
す
べ
て

済
ん
で
い
る
。
二
の
四
国
工
業
写
真
に
よ
る
撮
影
は
、
洲

本
市
・
南
あ
わ
じ
市
・
淡
路
市
の
順
で
進
ん
で
お
り
、
年

度
内
に
完
了
し
、
新
年
度
早
々
に
デ
ー
タ
ー
の
引
き
渡
し

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
三
に
つ
い
て
は
す
で
に
二
回
の
研

究
会
を
開
催
し
、
年
度
末
の
第
三
回
研
究
会
で
中
間
報
告

が
行
わ
れ
る
。
そ
し
て
四
の
う
ち
、
臨
時
職
員
の
雇
用
に

よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
検
索
作
業
は
年
度
内
に
完
了
し
、

デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
は
近
々
、
業
者
が
選
定
さ
れ
る
予

定
で
、
新
年
度
当
初
に
着
手
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

最
後
に
第
二
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
調
査
研
究
メ
ン
バ
ー

を
付
記
す
る

(

敬
称
略)

。

・
藪
田

貫

座
長

(

近
世
史
・

｢

鳴
門
の
渦
潮｣
世
界

遺
産
登
録
学
術
検
討
委
員
会
委
員)

・
坂
江

渉

ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室
研
究
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー

(

古
代
史)

・
古
市

晃

ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室
客
員
研
究
員
・

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
教
授

(

古
代
史)

・
大
村
拓
生

ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室
客
員
研
究
員
・

関
西
大
学
非
常
勤
講
師

(

中
世
史)

・
木
村
修
二

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
特
命
講

師

(

近
世
地
域
史)

・
町
田

哲

鳴
門
教
育
大
学
大
学
院
学
校
教
育
研
究
科

教
授

(

近
世
史)

・
平
井
松
午

徳
島
大
学
名
誉
教
授

(

歴
史
地
理
学)

・
金
田
章
裕

京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
館
長

(

歴
史

地
理
学
・

｢

鳴
門
の
渦
潮｣

世
界
遺
産
登
録
学
術
検
討

委
員
会
委
員
長)

・
竹
内

信

ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室
研
究
員

(

県
立
歴

史
博
物
館
学
芸
員
・
近
代
史)
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